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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 
 

拡張情報              Q&A（適判等からの指摘事例） 

拡張情報 「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.170）・・・P1 「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A  ・・・P4 

 
 

◆「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.170） 

・「BUILD.一貫Ⅴ」のデータのままで部材レベルの立体モデルによる固有値解析ができるようにしました。 

「BUILD.一貫Ⅴ」の計算実行画面で を押すと、固有値解析用の画面を表示します。 

 

①固有値解析を実行します。 

②固有値解析結果を 

計算書や図で表示 

します。 

 

※ 固有値解析は、BUILD.一貫Ⅴ・プレミアムモードに含まれる機能です。 

2018年１月号 

http://www.kozosoft.co.jp/seihin/ik5/ik5_p2.html
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「BUILD.一貫Ⅴ」の固有値解析は、部材レベルで節点毎に自由度を持ちます。一連構造計算プログラムにおいて部材レベルの固有値解析を行

えるのは「BUILD.一貫Ⅴ」だけです。固有値解析機能の先には部材レベルの弾塑性地震応答解析があり、現在鋭意開発中です。 

固有値解析を行うことで、建物が持つ振動特性を把握することができます。例えば、建物の固有周期を把握することで、地震動との共振を避けるよ

うに設計することが可能になります。下図のように検討する地震波の応答スペクトル図を作成し、そこに建物の固有周期の線を引くことで共振しやすい

周期を避けることができます。また、固有値解析結果により、応答解析用モデルの妥当性の検証を行うことができます。 

 

 

１次固有周期 ３次固有周期 

２次固有周期 

共振により大きな応答になると予測される周期

帯 
 

 

計算書には、固有周期、刺激係数はもちろんのこと、有効質量比も出力しています。刺激係数は特定の方向からの振動に対する振れやすさを表

し、絶対値が大きいほどその影響が大きくなります。有効質量比はあるモードにおける、全質量に対する有効質量の比を示しています。地震応答解析

をモーダルアナリシスで行う場合や、Ai分布を固有値解析結果から精算する際（2015年版 建築物の構造関係技術基準解説書 P591「付録 1-

1 Ai の精算等」などを参照）に、採用するモードの有効質量比の合計が 90%を超えれば、精度の良い解析結果を得られると言われています。 

 

 

有効質量比の合計値 
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3D モード図では、次数ごとに切り替えて表示できます。 

表示される図はモード形と呼ばれ、自由振動の様子を表しています。アニメーション表示することで、その様子を視覚的にわかりやすく確認することが

できます。 

 

ドラッグすると建物の向きが変わります。 

次数の切り替え アニメーション開始 

 

 

その他、マウスでドラッグすることで建物を回転・移動することができ、ホイールで拡大縮小することも可能です。また、選択した通り（階）だけを表示

することで、部分的に見やすくして確認することもできます 
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◆「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

Ｑ．適合性判定機関より、計算ルート 3 の RC造に関して、複数の耐力壁がせん断破壊していますが、初めにせん断破壊する時点をメカニズムとし

て保有水平耐力を求める必要はないですか？と指摘を受けました。 

部材種別表の「ＲＣ造耐震壁種別」の出力で、破壊モードが「Ｓ：せん断破壊」となっていて種別がWD と出力されています。入力としては、

保有水平耐力計算データの[ＵＬＡ８]（変形限界）において壁のせん断変形限界を‘1.0-1.0’と設定しているのですが、初めにせん断破壊

する時点で保有水平耐力を求めることはできないのでしょうか？ 

A．ご質問に記載されている入力がある場合は、何れかの耐力壁が最初にせん断破壊（塑性率 1.0）に達した時をもって、保有水平耐力としてい

ます。 

ただし、指定した塑性率に達する前に他の終了条件（層間変形角など）に達した場合は、先に達した条件時の状態が保有水平耐力時となりま

すが、いずれにせよ、ご質問に記載されている入力がある場合は、何れかの耐力壁がせん断破壊するか、または、それ以前の状態で保有水平耐

力が算定されることになります。 

種別について補足しますと、種別がWDかどうかは、保有水平耐力時ではなく Ds算定時の状態で判断していて、Ds算定時にせん断破壊して

いるか、せん断破壊していなくてもせん断に対して十分な余裕がない耐力壁（保証設計を満足していない耐力壁）をWD として扱っています。 

保証設計を満足していない耐力壁は、耐力壁のせん断補強をして、保証設計を満足させる必要があります。 

（保証設計についての詳細は、弊社のホームページの「保証設計やせん断破壊の取り扱いを分かり易く解説」（構造設計者のための技術情報と

して 2014年 4月に掲載した記事）をご参照下さい。http://www.kozosoft.co.jp/gijyutu/qa201404.html ） 

従って、保有水平耐力時にせん断破壊していなくても、部材種別としてはWD となる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判定等からの指摘事例の Q&A を 95件以上、通常の Q&A を 3090件以上掲載しています

ので、ご活用下さい。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員録が必要です。 

http://www.kozosoft.co.jp/gijyutu/qa201404.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

